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研究成果の概要（和文）：本研究では、近代学校空間において創られ/護られてきた日本人の身体観を考察する
ためにバンカラ応援団の存在に注目し、全国に点在/継承される応援団文化の参与観察を実施し「日本人の身体
観の形成とその表象」に関する資料収集とその解明を目指した。本研究では日本各地に残るバンカラ応援文化の
抽出の為に岩手県、石川県、東京都、鳥取県、福岡県、大分県などで参与観察を実施し「応援歌練習、運動会応
援合戦、夜間80㎞行軍、野球応援、相撲応援」など、各地で継承されるバンカラ応援団に特徴的な行事の調査を
進め、その文化的意味や価値の抽出を行い、近代日本人像形成を紐解くための貴重な資料を得る事となった。

研究成果の概要（英文）：In this study, I researched the culture of modern schools, in particular I 
focused on Bankara Oendan culture. I collected nationwide data about Oendan using videos and photos 
and the data has been archived for research. The surveys were done in various prefectures in Japan 
(Iwate, Ishikawa, Tokyo, Tottori, Fukuoka and Oita). In order to identify the characteristic 
elements of Bankara Oendan culture, I visited the schools and recorded practices such as the cheer 
leaders school song, sports day cheering competitions, 80km marches at night, baseball cheering and 
sumo cheering. Finally, I could get good information about how students feel about themselves, their
 school culture, and how they fit in Japanese society.   
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では学校空間を通して創られ/護られてきた日本人の身体観を、応援団文化に注目しながら考察し「近代
日本の身体とその記憶」を明らかにした。また、その成果を基に体育・スポーツ科学における身体研究を促進し
「日本人像の形成過程」の解明を目指すものとなる。本研究の成果はすでに「応援団研究序説 構築される日本
文化としての応援団」『スポーツ人類学の世界 早稲田の窓から』(虹色社)や「高校応援団の現在 応援歌練習、
運動会にみる自治と伝統文化の継承」(日本体育学会第70回大会 発表)など研究レベルで、また「「応援団は
男」今は昔 九州3大学に女性団長」(西日本新聞 2019)やHPを介して社会に還元されている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

応援団といえば伝統に重きを置く傾向が強く、そのために世間から“注目”されることが多

いのは周知の事実であろう。一方で、それを言い換えれば彼らが現代の価値や規範とは異なる

“前時代の空気”の中に生きているとも言えるだろう。そのために、彼らの旨とする価値を抽

出/考察する事とは、すなわち現代社会ではすでに失われつつある「近代日本の記憶」を研究す

るものともいえ、その意味において応援団とは学術的に興味深い対象と言える。そこで、本研

究では全国各地の学校空間に残るバンカラ応援団文化を参与観察によって詳らかにし、近代日

本で形成されて来た「日本人の身体とその表象」について考察することを目的とするものであ

る。さて、本研究の対象となるバンカラ（文化）とは、明治期の旧制学校に端を発する価値と

され「外見に拘らず真理を追究する在り様」となり、学校空間に限らず、近代化の歩みの中で

創造された近代日本文化や日本人像を知る上で重要な役割を果たすものと言える。ところで、

その考察に際し全国各地の応援団を対象とするのには理由がある。それは周辺部が“過去”を

残存させやすい傾向を持つからである。大都市など政治・経済の中心地では、社会の構成要素

はその必要に駆られて常に最新へ変容せざるを得ない状況にある。一方で、いわゆる周辺地域

では、その変容過程が緩やかであり、一度伝播された価値が定着し当該地域の文化として安定

的に継承される傾向にあるといえる。そのために、明治期に定着した文化が、いわゆる地域の

伝統として残存/継承される可能性が高いのである。したがって、日本各地の学校空間で実践さ

れている応援団文化は近代期の価値の残滓である可能性が高く、本研究を考察する上で重要な

存在となるのである。 

 

２．研究の目的 

上記に示したように、本研究は日本各地の学校空間で育まれ/継承されるバンカラ応援団文化

から、近代日本人の身体観を抽出する事を試みるものである。たとえば、100年以上の歴史を有

し、明治期の文化を色濃く遺す宮城県立仙台第一高校応援団などは注目に値する。一高応援団

はいまだに袴に高下駄を身に纏い、独自の行動様式を受け継ぎながら活動しており、往時のバ

ンカラ応援団文化を知る上でこの上ない研究対象となる。また、バンカラ応援団文化は、各学

校内での生徒活動にも大きく影響しており、運動会などは単なるスポーツ大会ではなく「自校

アイデンティティ」の形成に重要な役割を果たしている。たとえば、岩手県立盛岡第一高校で

は、運動会そのものが生徒の主体(自主)的活動により準備・開催されるものとされ、本校応援

団はその活動の中核にあり、運動会を通して学校全体を動かす存在ともなっているのである。 

そもそも身体とは社会における価値規範と直結するメディア(媒体)であり、多くの文化研究

者がその中心的関心事に据えてきた。申請者もスポーツ文化人類学の研究者として右に同じで

あり、本研究では、学校空間で育まれ/継承されてきた身体観や身体技法の継承空間として応援

団に注目し、そこで抽出された身体観や身体技法を体育・スポーツ科学分野の新たな視座とし

て提供する事。そして、その成果を近代史など諸分野にも提供し、学際的な視点で身体文化研

究に資する事も本研究の大きな目的となる。 

 
３．研究の方法 

本研究はスポーツ文化人類学の研究方法である参与観察、文献研究を通じて行われる。参与

観察は現地での聞き取り調査、ビデオ、カメラによる映像・画像の記録を通して行われるが、

応援団行事の調査・記録はもちろんの事として、彼らの日常実践における世界観やそれに纏わ



る身体への眼差しに関しても注視している。また参与観察にて収集したデータは単なる分析情

報として扱われるのではなく、貴重なアーカイヴデータとして位置づけられ記録されている。

ところで、参与観察は、日本各地の旧制学校に出自を持つ学校を中心に実施されたが、それら

旧制の流れを汲む学校の多くは生徒による「自治」の意識が高く、また学校に受け継がれる伝

統を重んじる傾向にあり、バンカラ文化や応援団はその空気と親和性が高い存在と言えるから

である。参与観察では、事前調査として応援団活動の情報収集、歴史研究などを実施し参与観

察において効率的に調査が行えるように準備を実施し、参与観察では、応援団関係者のみなら

ず一般生徒を含む関係者へのバンカラ応援団文化に関するインタビューをICレコーダーにて保

存、またビデオ・カメラにて映像・画像の記録を丹念に実施している。記録した諸データはHD

に保存され、参与観察と並行しながらバンカラ応援団文化のアーカイヴが実施されている。参

与観察後は、参考文献を渉猟し、先行研究の蓄積を加味しながら考察し、必要に応じて補充調

査を実施している。 

 
４．研究成果 

本研究では、近代学校空間において創られ/護られてきた日本人の身体観を考察するためにバ

ンカラ応援団の存在に注目し、全国に点在する応援団の参与観察を実施しその文化を通して

「日本人の身体観の形成とその表象」に関する資料収集とその解明を目指した。研究の実施に

際して、日本各地に残るバンカラ応援団文化の抽出の為にバンカラ文化が色濃く残る地域とし

て有名な岩手県を皮切りに石川県、東京都、鳥取県、福岡県、大分県など応援団文化の色濃く

残る各地の応援団を訪問し「応援歌練習、運動会応援合戦、夜間80㎞行軍、野球応援、相撲応

援」などの参与観察を実施し、これらバンカラ応援団に特徴的な行事から、彼らの護り続けて

きた意味や価値の抽出を行った。これら活きた資料を基に近世や近代以降の哲学、文化人類学

の知見などとあわせて研究を進め、如何にして日本人が「学校空間における身体」を形成して

きたのかその一端が明らかになり、それをベースとして、近代日本人が醸成してきた「日本人

の身体観」への視座が詳らかになってきている。その成果はすでに学会発表や論文、著作にお

いては一部発表され体育・スポーツ科学分野に提供され、また新聞メディアなどを通して一般

社会にも還元されている。 
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